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（百万円未満切捨て） 

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 13,676 △12.2 522 228.6 557 179.0 271 95.0
22年３月期第１四半期 15,568 △33.4 158 △76.2 199 △70.0 138 △69.7

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 423.99 422.78
22年３月期第１四半期 214.58 214.00

 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 18,754 6,432 34.3 10,110.72
22年３月期 18,210 6,584 36.2 10,234.27

（参考）自己資本  23年３月期第１四半期 6,432百万円 22年３月期 6,584百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 － 250.00 － 450.00 700.00 
23年３月期 －  

23年３月期(予想)  0.00 － 0.00 0.00 

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：有 
 
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 
(累計) 

28,800 △6.7 1,250 112.3 1,300 104.3 650 84.0 808.28

通     期 63,300 4.9 2,980 57.8 3,000 54.4 1,600 36.0 2,487.02

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

 



 

 

４．その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。） 
 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 
 新規  －社  （ － ）、 除外  －社  （ － ） 
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 
② ①以外の変更 ：無 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表

作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 682,751株 22年３月期 682,751株
② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 46,588株 22年３月期 39,411株
③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期１Ｑ 639,227株 22年３月期１Ｑ 647,697株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の
開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

全般的概況 

当第１四半期連結会計期間（平成22年4月1日～平成22年6月30日）におけるわが国経済は、中国

を中心としたアジア経済の回復や米国での個人消費の回復により一部で輸出や生産が回復し、よ

うやく足下の消費動向にも改善の兆しが見られる等、国内景気は緩やかに持ち直してきておりま

す。 

一方、雇用情勢につきましては、平成22年６月の完全失業率は季節調整値で5.3％と本年１月の

4.9％から徐々に上昇しており、また、完全失業者数も344万人と高いレベルで推移していること

から、厳しい状況が続いております。 

当人材サービス業界におきましては、上述のとおり景気は回復傾向にあるものの、引き続き企

業の人材需要は低調となっております。 このような環境のもと、当社グループにおいては、一

部顧客において需要回復も見られましたが、景気低迷による需要減少の影響を受け、全般的な人

材需要の本格回復には至っておらず、売上高は前年同期比減収となりました。 

利益面につきましては、昨年初から実施してまいりましたコスト構造改善の結果、売上高規模

縮小にもかかわらず収益力が大幅に向上したため、各利益とも前年同四半期比大幅増加となりま

した。 

以上の結果、第１四半期連結累計期間における売上高は13,676百万円（前年同四半期比12.2％

減）、営業利益は522百万円（前年同四半期比228.6％増）、経常利益は557百万円（前年同四半期

比179.0％増）となりました。なお、資産除去債務に関する会計基準を適用した影響（当該基準の

適用により、税金等調整前四半期純利益が124百万円減少）もありましたが、四半期純利益は271

百万円（前年同四半期比95.0％増）となりました。 

 

   セグメント別状況 

（事務系人材派遣・請負・紹介事業） 

事務系人材派遣・請負・紹介事業につきましては、昨年より景気の底打ち感はあったものの、

すべての業種において本格回復には至らず、当第1四半期の売上高は7,146百万円となりました。

特に、機器操作関係の５号業務やファイリング関係の８号業務については、厚生労働省の通達に

より、厳格な運用方針が打ち出されたため、顧客企業側も慎重にならざるを得ず、事務派遣の新

規需要が低調となり売上高が減少しました。一方、契約形態別に見ると、アウトソーシング事業

の推進等により請負契約売上高については増加となりました。 

経常利益につきましては、前年度第２四半期以降の粗利改善ならびに人件費・地代家賃等の販

売管理費削減により当第１四半期経常利益は217百万円となりました。 

 

（製造系人材派遣・請負・紹介事業） 

製造系人材派遣・請負・紹介事業につきましては、昨年の景気底打ち後、国内におけるエコカ

ー減税やエコポイント等による需要の継続および新興国向けの輸出拡大のため、当社の主力であ

る製造派遣・請負の受注が回復しております。特に当社自社工場におけるＥＭＳ事業においては

光学機器製品の生産が大幅に増加するとともに、前年度第２四半期より開始した外食店舗委託等

のサービス事業が順調に推移した結果、当第1四半期の売上高は6,001百万円となりました。 
経常利益につきましては、受注回復によるスタッフ募集費の増加はありましたが、前年度から

実施しております原価構造改善ならびに人件費・地代家賃等の販売管理費削減および間接部門の

合理化等の効果もあり、当第１四半期経常利益は411百万円となりました。 

 

（その他事業） 

その他事業につきましては、教育事業の売上高が増加いたしましたが、前年度に実施いたしま

した連結子会社の売却による売上高が減少した影響等により、当第１四半期の売上高は610百万円
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となりました。 

また、経常損益につきましては、教育事業の不振ならびに平成22年４月より外国人就業支援・

教育機関支援に関する事業を開始しました株式会社インターエージェントの先行投資等の影響に

より、72百万円の経常損失となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度比544百万円増加し18,754百万

円となりました。これは主に現金及び預金が996百万円増加したものの、未収消費税が564百万円

減少したことによるものであります。 

負債は、前連結会計年度比696百万円増加し12,322百万円となりました。これは未払消費税が

600百万円、資産除去債務が187百万円増加し、未払法人税等が324百万円減少したことによるもの

であります。 

純資産は、当第１四半期連結会計期間末における前連結会計年度比152百万円減少し6,432百万

円となりました。これは自己株式が111百万円増加したことによります。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第１四半期における業績は計画どおり推移しており、平成22年５月14日に公表いたしました

第２四半期累計期間および通期連結業績予想につきましては変更はございません。 

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している

情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因

によって異なる可能性があります。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年3月31日）を適用しております。 

この変更により、営業利益及び経常利益はそれぞれ3,056千円、税金等調整前四半期純利益は 

128,019千円減少しております。 

 

表示の変更 

（四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財

務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月

24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前

四半期純利益」の科目で表示しております。 
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３．【四半期連結財務諸表】 
(1) 【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期 
連結会計期間末 

(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,517,700 2,520,919

受取手形及び売掛金 6,770,862 6,812,987

仕掛品 11,885 －

貯蔵品 147,172 99,485

その他 1,298,644 1,728,442

貸倒引当金 △29,855 △32,397

流動資産合計 11,716,409 11,129,437

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,947,962 1,951,729

その他 2,216,455 2,141,937

有形固定資産合計 4,164,418 4,093,666

無形固定資産   

のれん 297,545 306,487

その他 263,521 273,313

無形固定資産合計 561,066 579,800

投資その他の資産   

投資有価証券 721,423 748,436

関係会社株式 22,208 126,661

敷金及び保証金 799,391 799,800

その他 917,111 876,488

貸倒引当金 △147,364 △144,227

投資その他の資産合計 2,312,770 2,407,159

固定資産合計 7,038,256 7,080,626

資産合計 18,754,665 18,210,064

負債の部   

流動負債   

買掛金 681 1,718

短期借入金 3,107,885 3,015,770

未払費用 3,656,228 3,747,677

未払法人税等 208,061 532,713

賞与引当金 485,419 442,307

ポイント引当金 56,634 63,402

その他 1,461,815 798,350

流動負債合計 8,976,726 8,601,939
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(単位：千円)

当第１四半期 
連結会計期間末 

(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

社債 500,000 500,000

長期借入金 2,016,943 1,899,155

退職給付引当金 620,336 603,311

役員退職慰労引当金 6,637 6,450

資産除去債務 187,562 －

その他 14,393 15,093

固定負債合計 3,345,872 3,024,010

負債合計 12,322,598 11,625,950

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 500,000 500,000

利益剰余金 5,035,923 5,061,330

自己株式 △949,253 △837,359

株主資本合計 6,586,669 6,723,971

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △154,602 △139,857

評価・換算差額等合計 △154,602 △139,857

純資産合計 6,432,067 6,584,114

負債純資産合計 18,754,665 18,210,064
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(2) 【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 15,568,507 13,676,857

売上原価 12,662,212 10,915,133

売上総利益 2,906,295 2,761,724

販売費及び一般管理費 2,747,364 2,239,398

営業利益 158,930 522,325

営業外収益   

受取利息 1,992 1,705

受取配当金 4,166 4,826

助成金収入 － 30,250

受取賃貸料 12,296 2,633

受取補償金 66,644 －

その他 7,714 18,657

営業外収益合計 92,813 58,073

営業外費用   

支払利息 26,981 18,505

持分法による投資損失 14,342 －

賃貸費用 5,329 1,216

その他 5,319 3,400

営業外費用合計 51,973 23,121

経常利益 199,770 557,277

特別利益   

過年度損益修正益 6,232 －

関係会社株式売却益 14,772 －

賞与引当金戻入額 167,480 －

契約解除損失引当金戻入額 － 6,000

ポイント引当金戻入額 5,118 3,097

特別利益合計 193,603 9,097

特別損失   

固定資産売却損 1,682 985

固定資産除却損 4,077 467

減損損失 9,131 530

会員権評価損 600 －

賃貸借契約解約損 19,638 2,175

特別退職金 33,927 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 124,963

特別損失合計 69,057 129,122

税金等調整前四半期純利益 324,316 437,252

法人税、住民税及び事業税 44,194 207,485

法人税等調整額 141,139 △41,257

法人税等合計 185,334 166,228

少数株主損益調整前四半期純利益 － 271,023

少数株主利益 － －

四半期純利益 138,982 271,023
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報 

 （追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第1

7号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対

象となっているものです。 

 当社グループは、当社と当社の子会社3社および各々の連結子会社6社により構成されており、当

社を除く各事業会社が、主に人材関連サービス業務を営んでおりますが、報告セグメントはその中

核である㈱フジスタッフの事業セグメント「事務系人材派遣・請負・紹介事業」及び㈱アイライン

の事業セグメント「製造系人材派遣・請負・紹介事業」の２つとしています。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日） 

（単位：千円） 

報告セグメント 

 事務系人材派
遣・請負・紹

介事業 

製造系人材派
遣・請負・紹

介事業 
計 

その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

売上高   

  外部顧客へ
の売上高 

7,114,228 5,990,746 13,104,974 571,663 13,676,638 219 13,676,857

  セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

31,835 10,464 42,300 39,064 81,364 △81,364 －

計 7,146,063 6,001,210 13,147,274 610,727 13,758,002 △81,145 13,676,857

セグメント利益

又は損失（△） 
215,377 411,198 626,576 △72,344 554,231 3,045 557,277

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、教育事業、保険事業、 

    不動産事業、放送事業、メンタルヘルス事業等を含んでいます。 

  ２ セグメント利益又は損失の調整額3,045千円には、セグメント間取引消去133,490千円、グループ全社 

  費用△137,242千円が含まれています。 

  ３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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４．その他補足情報 

 （重要な後発事象） 

当社は、平成22年８月13日開催の取締役会において、ランスタッド日本合同会社による当社普通株式

及び新株予約権に対する公開買付けについて賛同の意見を表明することを決議いたしました。 

詳細につきましては、平成22年８月13日開示の「ランスタッド日本合同会社による当社株券等に対す

る公開買付けに関する意見表明のお知らせ」をご参照下さい。 
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